
東北大学大学院教育学研究科震災子ども支援室“Ｓ-チル”第８回シンポジウム 
 

 “東日本大震災後の子ども支援” 
 ～岩手・宮城・福島の 6 年間～ 

東日本大震災から６年を迎えます。岩手・宮城・福島において被災された子

ども達やその保護者の支援に携わってきた、支援者の方々の報告をもとに、今

後の展望について議論をいたします。 

 

「被災地の日常と学校教育相談活動」 

〜被災地内支援者から見えてくるもの～ 

宮城県スクールカウンセラー  星 美保 氏 

「東日本大震災・原発事故と福島の子ども」 

         ～長期避難とその影響について～         

特定非営利活動法人ビーンズふくしま 常務理事 中鉢 博之 氏 

    「5 年間の相談支援活動をふりかえる」 

～大槌町子育て支援センターでの取組みを中心に～      
            臨床心理士 土屋 文彦 氏 

  

  
・日   時    2017 年２月 18 日（土）13：30～16：00 
・会   場    東北大学文科系総合研究棟 11 階大会議室  
・参 加 者      テーマに関心のある方はどなたでも 
・参 加 費      無  料 
・定  員      100 名（定員になり次第締め切り） 
・申込方法      電話・ＦＡＸ・Ｅ-mail でお申し込みください 

・問合せ先：東北大学大学院教育学研究科  
          震災子ども支援室 “Ｓ-チル” 

                Tel&Fax  022-795-3263 
               E-mail：s.children@sed.tohoku.ac.jp 
  

 

地図の出典：http://www.craftmap.box-i.net/ 
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